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タイムライン⾻⼦案について

1

第2回検討会における『防災対応行動の検討ワークショップ』の結果

• これまでの検討会の結
果を基に素案を作成

• 現時点の行動項目数は
171項目

• 本日の検討会で骨子案
の確認と災害シナリオ
に応じた対応検討を実
施

タイムライン骨子案の作成（今回の検討会で骨子案の確認と検討を実施）



タイムライン⾻⼦案の⾒かた－概要－

2行動項目を時系列的に整理。

行動項目ごとに、各部署・機関の対応を記入
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タイムライン第1次素案の⾒かた－⾏動項⽬－
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対応事項・・・災害の恐れのある場合に対応すべき事柄
行動内容・・・対応すべき事柄の具体的な行動内容
行動細目・・・より詳細な行動内容

行動項目は『対応事項』『行動内容』『行動細目』の３つに整理

対応事項

行動内容 行動細目



タイムライン⾻⼦案の⾒かた－実施機関－
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：

• 参加部署・機関を整理『指揮・調整/情報』『社会基盤関連』
『住民避難・住民対応』に整理

• 各部署・機関の対応は未記入。今回の検討会で整理

◎：【情報共有】 情報等の発信元と想定される主体 / 【実行】行動の中心になると考えられる主体
○：【情報共有】 情報等を受信し伝達・活用すると想定される主体 / 【実行】行動の補助・支援等をする主体
△：【情報共有】 情報を受け取り、判断や行動に活用する主体 / 【実行】無し（行動については◎か○のみ）

検討会後に各機関で
記入・回答頂く

※※※

各グループに配布してい
る作業用シートでは主に
議論する内容を淡い青で
網掛けしています。

＜検討会後に記入頂く際の記号＞



今回の検討内容

《テーマ２》 行動内容・行動細目の実施時期・手順の検討
 対応事項や行動項目は第2回で提示した概略的な災害シナリオに対して検討され

たタイミングで記載しています。

 記載されているタイミングで防災対応を行った場合、今回のシナリオに対して
対応が妥当かを確認して下さい。

 実施時期や手順を変更すべき内容がある場合にはA0用紙に直接記入または付箋
紙で修正をお願いします。

《テーマ１》 行動項目の確認
 対応事項は、時系列を意識して順に整理しています。想定されるリスク

と行動項目を確認し、追加すべき行動がないかを確認して下さい。

 新たに追加すべき項目がある場合には付箋紙に『対応事項』、『行動項
目』『行動細目（ある場合）』、『実施するＴＬレベル』、『前後の行
動番号』を記入し、余白へ貼り付けてください。
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 検討後、《ポイント１》と《ポイント2》について主な議論内容を各グ
ループから発表頂きます。（要点のみで結構です）

本日、お示しした「想定ハザードとリスク」を参考にワークショップを進めます。



ワークショップの時間配分の⽬安（参考）

《テーマ２》 行動内容・行動細目の実施時期・手順の検討 （約60分）
 実施時期や手順に課題がありそうな箇所の指摘（約15分）。
 課題箇所の修正方針の議論（約30分）。
 実施時期や手順の修正に伴って追加や変更される行動項目の確認（約15分）

《テーマ１》 行動項目の確認 （約50分）
 最初から最後までを通して確認（約10分）
 修正・追加事項の意見出し（約25分）
 出された意見のすり合わせと合意形成（約15分）
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グループディスカッションは17:10までです。それまでに議論完了をお願いします。

発表内容の整理・とりまとめ （約10分）
 各グループの発表は5～6分程度を想定しています。

17：10～ グループ議論の結果共有 （約20分）

講評・とりまとめ （約20分）
※時間前にテーマが２つとも完了したグループでは、P4の記載方法を見ながら、各部署や機関の役割記入
をしてみてください。


